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「
法
閏
院
病
中
日
記
」
と
島
田
筑
波

〔
要
旨
〕
江
戸
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
発
起
人
の
一
人
、
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
実
母
で
あ
る
法
闘
院
が
、
天
保
一

三
年
二
八
四
三
八
月
一
二
日
に
発
病
し
て
か
ら
一
○
月
一
五
日
に
い
た
る
病
状
を
し
る
し
た
の
が
「
法
閏
院
病
中

日
記
」
で
あ
る
。
こ
の
二
ヶ
月
間
に
往
診
を
う
け
た
医
師
を
は
じ
め
、
見
舞
に
お
と
ず
れ
た
人
物
、
見
舞
の
到
来
物
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

本
写
本
に
は
島
田
筑
波
に
よ
る
識
語
が
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
、
添
田
家
の
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
た
島
田
筑
波
、
な

ら
び
に
江
戸
学
の
重
鎮
森
銑
三
と
日
本
医
史
学
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
察
を
く
わ
え
た
．

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
「
法
閲
院
病
中
日
記
」
、
添
田
玄
春
、
伊
東
玄
朴
、
島
田
筑
波
、
森
銑
三

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
三
巻
第
二
号
平
成
十
八
年
十
二
月
十
九
日
受
付

平
成
十
九
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
九
年
四
月
八
日
受
理

深
獺
泰
日
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
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法
閏
院
願
誉
清
白
光
融
大
姉
／
天
保
十
三
寅
年
十
二
月
二
十
二
日
残
／
蘭
医
添
田
玄
成
妻
／
浅
草
区
永
住
町
浄
土
宗
了
源
寺
／
二

葬
ル
／
昭
和
四
年
八
月
／
島
田
筑
波
記

と
あ
る
。
封
面
の
識
語
に
署
名
は
な
い
が
、
巻
末
識
語
と
同
じ
筆
跡
な
の
で
島
田
筑
波
の
筆
に
な
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
島
田
筑
波

（
２
）

は
こ
の
こ
ろ
添
田
道
周
に
つ
い
て
の
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
論
文
で
「
病
中
日
記
」
に
ふ
れ
て
い
る
の
で
本
写
本
を
入
手
し
た

看
／
病
日
記
な
り
、
而
Ｌ

と
の
識
語
が
あ
り
、
巻
末
に
も

本
写
本
は
一

あ
る
。
封
面
に

法
閏
院
は
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
り
、
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
実
母
で
あ
る
。
こ
の
法
閏
院
が
天
保
一
三
年

二
八
四
三
八
月
一
二
日
に
発
病
し
て
か
ら
、
一
○
月
一
五
日
ま
で
の
約
二
ヶ
月
に
わ
た
る
病
状
を
し
る
し
た
の
が
順
天
堂
大
学
山
崎

（
１
）

文
庫
が
所
蔵
す
る
「
法
閏
院
病
中
日
記
」
、
下
「
病
中
日
記
」
と
略
す
）
で
あ
る
。

こ
の
写
本
に
よ
っ
て
二
ヶ
月
の
間
に
往
診
を
う
け
た
医
師
を
は
じ
め
、
見
舞
に
お
と
ず
れ
た
人
物
、
見
舞
の
到
来
物
な
ど
は
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
病
状
に
つ
い
て
の
記
述
は
ご
く
簡
単
な
の
で
ど
の
よ
う
な
病
に
冒
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
に
識
語
を
し

る
し
た
島
田
筑
波
と
江
戸
学
の
重
鎮
で
あ
る
森
銑
三
に
つ
い
て
、
日
本
医
史
学
会
と
の
関
連
を
解
明
し
え
た
の
で
報
告
す
る
。

「
法
閏
院
病
中
日
記
」
に
つ
い
て

は
じ
め
に

此
害
は
神
田
和
泉
橋
に
住
せ
し
官
医
添
／
田
玄
成
の
妻
が
発
病
の
天
保
十
三
寅
年
／
八
月
十
二
日
に
初
ま
り
、
十
月
十
四
日
迄
の

看
／
病
日
記
な
り
、
而
し
て
こ
の
病
人
は
十
二
月
廿
二
日
に
残
す
、
種
痘
司
／
添
田
玄
春
は
そ
の
子
な
り

’
六
・
四
ｍ
×
一
二
・
二
皿
三
二
丁
の
横
小
本
で
あ
る
。
扉
に
は
「
天
保
十
三
寅
年
／
日
記
／
八
月
十
二
日
吉
祥
」
と
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の
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
に
詳
し
く
の
べ
る
が
、
添
田
家
の
事
蹟
を
接
点
に
し
て
医
史
学
と
の
関
連
が
生

ま
れ
る
の
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

「
病
中
日
記
」
か
ら
医
師
と
思
わ
れ
る
人
物
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
伊
東
玄
朴
を
は
じ
め
、
西
川
玄
泰
、
岸
田
元
碩
、
甲
斐
静
庵
、
林

玄
宙
、
真
嶋
瑞
伯
の
名
が
み
え
る
が
、
そ
の
記
述
内
容
や
表
現
方
法
か
ら
み
る
と
、
治
療
に
あ
た
っ
た
医
師
と
し
て
は
伊
東
玄
朴
を
中

心
に
し
た
西
川
玄
泰
、
岸
田
元
碩
の
三
名
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
伊
東
玄
朴
は
い
わ
ず
と
し
れ
た
当
時
の
名
だ
た
る
蘭
方
医
で
あ
り
、

西
川
玄
泰
は
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
設
立
資
金
を
拠
出
し
た
八
三
名
の
中
に
名
が
あ
る
伊
東
玄
朴
の
門
人
で
あ
る
が
、
玄
朴
の
門
人
帳
に

そ
の
名
は
み
え
な
い
。
岸
田
元
碩
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。

法
閾
院
は
天
保
十
三
年
二
八
四
三
八
月
十
二
日
朝
六
ッ
時
に
発
病
し
た
。
こ
の
日
は
西
川
玄
泰
、
岸
田
元
碩
の
二
名
の
医
師
が

た
だ
ち
に
往
診
し
た
。
翌
一
三
日
も
こ
の
両
名
が
往
診
し
て
い
る
が
、
岸
田
元
碩
に
は
「
朝
見
舞
帰
、
夕
よ
り
見
舞
夜
詰
、
朝
帰
」
と

の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
三
日
の
朝
一
度
往
診
し
、
一
旦
か
え
っ
た
が
、
夕
方
ま
た
往
診
し
、
そ
の
夜
は
添
田
家
に
と
ど
ま
っ
て
治

療
に
専
念
し
、
翌
一
四
日
朝
に
か
え
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蛇
足
な
が
ら
江
戸
か
ら
明
治
に
い
た
る
間
は
、
「
見
舞
」
と
い
う
単
語

は
現
今
の
意
味
の
「
病
気
の
お
見
舞
」
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
医
師
の
往
診
を
さ
し
て
い
た
。
十
四
日
に
は
伊
東
玄
朴
の
往
診
が
あ

り
、
西
川
元
泰
は
「
夕
方
よ
り
夜
詰
」
ｌ
す
な
わ
ち
夕
方
か
ら
往
診
し
て
、
そ
の
ま
ま
夜
通
し
病
床
の
傍
ら
に
あ
っ
て
治
療
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
れ
以
後
一
○
月
一
四
日
ま
で
の
六
二
日
間
に
、
伊
東
玄
朴
の
往
診
は
三
三
回
、
岸
田
元
碩
は
ご
回
、
西
川
玄
泰
は
九
回

に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

他
の
医
師
た
ち
の
来
訪
は
回
数
も
す
ぐ
な
く
、
大
福
餅
な
ど
の
見
舞
品
を
持
参
し
て
の
来
訪
な
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
す
る
と
医
師

と
し
て
の
立
場
で
の
「
見
舞
」
で
は
な
く
、
知
人
と
し
て
の
立
場
で
の
い
わ
ゆ
る
「
病
気
の
お
見
舞
」
で
あ
ろ
う
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

「
病
気
お
見
舞
」
の
医
師
た
ち
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甲
斐
静
庵
は
、
江
戸
切
絵
図
の
「
東
都
下
谷
絵
図
」
（
文
久
二
年
）
に
よ
っ
て
和
泉
橋
通
に
あ
る
添
田
玄
春
邸
の
隣
人
で
あ
る
こ
と
力

寺
則

（
Ｊ
）

わ
か
る
。
隣
人
と
し
て
、
ま
た
知
人
と
し
て
の
お
見
舞
と
い
え
よ
う
。
林
玄
仲
は
「
添
田
玄
春
日
記
」
（
以
下
「
玄
春
日
記
」
と
略
す
）

に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
医
師
で
あ
る
。
玄
春
の
父
寄
合
医
師
玄
成
が
嘉
永
元
年
五
月
Ｚ
ハ
日
に
四
四
歳
で
死
亡
し
、
そ
の
跡
式
相
続
が

か
な
っ
て
同
年
八
月
四
日
に
玄
春
は
二
三
歳
で
家
督
を
相
続
し
た
。
こ
の
日
の
「
玄
春
日
記
」
に
は

殿
様
お
め
て
度
御
家
と
く
御
請
、
御
登
城
、
御
供
、
溝
口
様
江
も
行
く
、
御
客
来
候
人
之
名
前
左
二
記
ス
、

と
あ
っ
て
、
溝
口
讃
岐
守
直
情
、
川
勝
準
之
助
の
名
に
ま
じ
っ
て
、
馬
島
瑞
伯
、
林
玄
仲
、
戸
田
玄
固
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
同
年
八

月
二
五
日
は
玄
成
の
百
ヶ
日
の
お
逮
夜
に
あ
た
り
、
林
玄
仲
が
悔
や
み
に
添
田
邸
を
訪
れ
て
お
り
、
嘉
永
三
年
五
月
一
五
日
の
三
回
忌

の
お
逮
夜
に
も
弔
問
に
お
と
づ
れ
て
い
る
。
嘉
永
五
年
一
二
月
八
日
条
に
「
御
本
丸
御
広
敷
見
習
被
仰
付
」
と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く

そ
れ
ま
で
の
小
普
請
医
師
か
ら
寄
合
医
師
へ
の
昇
格
を
含
み
と
し
た
お
目
見
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
翌
日
の
二
一
月
九
日
に
は

そ
の
祝
い
に
林
玄
仲
が
玄
春
邸
を
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
の
夏
に
は
玄
春
が
林
玄
仲
宅
に
暑
中
見
舞
に
出
向
い
て
い
る
。
こ
れ

は
「
病
中
日
記
」
よ
り
後
の
こ
と
と
は
い
え
、
わ
ず
か
数
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
両
者
の
間
は
き
わ
め
て
親
し
い
間
柄

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
ｃ

こ
の
こ
と
は
中
橋
広
小
路
に
す
む
百
俵
五
人
扶
持
の
寄
合
医
師
で
あ
り
、
眼
科
医
と
し
て
も
名
高
い
馬
島
瑞
伯
に
つ
い
て
も
同
様
で

｛
４
咽
も
】
ｊ
〉

あ
る
。
「
病
中
日
記
」
に
は
真
嶋
と
あ
る
が
、
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
れ
ば
馬
島
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
「
玄
春
日
記
」
に
は
嘉
永

二
年
三
月
二
日
条
に
は
玄
春
の
長
女
お
鉄
が
眼
病
を
わ
ず
ら
っ
て
馬
島
の
診
察
を
う
け
て
お
り
、
嘉
永
五
年
の
本
丸
御
広
敷
御
目
見
に

あ
た
っ
て
は
い
ち
早
く
馬
島
瑞
伯
が
祝
賀
に
か
け
つ
け
て
い
る
。
馬
島
隠
居
が
来
訪
し
た
り
、
元
康
１
１
宗
寿
か
宗
円
か
は
不
明
ｌ
を

ま
じ
え
て
将
棋
を
指
し
た
り
、
暑
中
見
舞
に
で
か
け
た
り
と
い
う
家
族
ぐ
る
み
の
交
際
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安
政
六
年
に
は
玄

春
が
馬
島
の
病
気
に
あ
た
っ
て
往
診
し
て
い
る
．

ほ
か
に
は
親
戚
筋
に
あ
た
る
溝
口
讃
岐
守
と
堀
本
一
甫
の
名
が
あ
る
。
溝
口
讃
岐
守
直
情
は
伊
勢
守
直
道
の
子
息
で
、
こ
の
こ
ろ
中
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（
６
）

奥
小
姓
を
つ
と
め
る
五
千
石
の
旗
本
で
あ
る
。
法
閏
院
は
溝
口
氏
か
ら
添
田
玄
成
へ
嫁
し
て
長
男
玄
春
を
う
ん
だ
・

堀
本
一
甫
は
奥
医
師
法
眼
の
家
柄
で
、
代
々
一
甫
を
名
乗
っ
て
い
る
。
玄
春
の
五
世
の
祖
豊
寿
の
女
が
堀
本
一
甫
顕
晴
の
も
と
に
嫁

（
６
）

ぎ
、
こ
の
時
以
来
両
家
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
。

天
保
一
三
年
の
こ
の
年
、
添
田
家
の
当
主
幕
府
寄
合
医
師
玄
成
は
三
八
歳
。
妻
の
法
閏
院
の
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
政
九
年

二
八
二
六
）
生
ま
れ
の
長
男
玄
春
が
一
七
歳
な
の
で
、
そ
の
母
に
あ
た
る
法
閏
院
は
お
そ
ら
く
一
一
三
、
三
歳
で
あ
ろ
う
。

法
閏
院
は
五
千
石
の
旗
本
溝
口
伊
勢
守
直
道
の
娘
で
あ
る
。
直
道
の
嗣
子
に
あ
た
る
讃
岐
守
直
情
は
の
ち
に
浦
賀
奉
行
か
ら
外
国
奉

行
に
昇
進
し
て
困
難
な
外
国
と
の
交
渉
に
あ
た
り
、
と
く
に
ド
イ
ツ
特
命
全
権
公
使
フ
リ
ー
ド
リ
ヅ
ヒ
・
オ
ィ
レ
ン
ブ
ル
ク
と
の
通
商

条
約
交
渉
の
場
に
臨
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
「
玄
春
日
記
」
に
は
甥
に
あ
た
る
玄
春
が
実
母
の
実
家
で
あ
る
溝
口
氏
に
た
い
し
て
、
限
り
な

い
誇
り
を
も
っ
て
い
た
様
子
が
え
が
か
れ
て
い
る
。
直
清
の
役
替
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
事
実
が
か
な
ら
ず
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ょ

か
つ
た
。

法
閏
院
の
死
後
、
い
つ
の
こ
と
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、
玄
成
は
二
千
八
百
石
の
旗
本
川
勝
氏
か
ら
後
妻
を
む
か
え
た
。
こ
れ
が

「
玄
春
日
記
」
に
「
御
前
様
」
と
し
て
頻
繁
に
し
る
さ
れ
て
い
る
玄
春
の
継
母
で
あ
る
。

玄
成
に
は
玄
春
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
子
弟
が
存
在
し
た
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
史
料
不
足
の
た
め
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

（
心
）

っ
て
も
明
か
で
あ
る
ｃ

添
田
家
の
家
族
構
成

法
閨
院
の
病
状
経
過

こ
の
日
記
に
み
る
病
状
は
ほ
と
ん
ど
が
大
小
二
便
の
排
泄
に
関
す
る
事
項
で
し
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
記
述
は
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
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日
記
の
記
載
は
一
○
月
一
四
日
で
お
わ
っ
て
い
る
が
、
島
田
筑
波
の
識
語
に
よ
る
と
法
閏
院
は
こ
の
年
の
一
二
月
一
三
日
に
死
去
し

た
と
い
う
。
一
○
月
に
は
一
旦
快
方
に
む
か
っ
た
症
状
が
一
二
月
に
悪
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
「
玄
春
日
記
」
の
法
閏
院
に

夜
御
疾
気
二
御
座
候

と
の
記
述
が
一
○
月
二
一
日
、
一
三
日
の
両
日
に
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
症
状
記
述
か
ら
、
法
閏
院
の
病
気
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

る
。
筆
録
者
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
の
で
判
然
と
し
な
い
が
、
病
状
経
過
の
記
述
と
し
て
は

十
二
日
よ
り
御
便
秘
之
処
、
十
八
日
之
夜
七
シ
半
時
御
通
事
有
之
候
、
十
九
日
之
早
朝
又
御
通
事
有
之
候
以
上
（
八
月
一
八
且

夜
七
ッ
時
御
大
便
御
快
通
被
遊
候
、
然
も
大
ブ
リ
御
通
事
被
遊
候
以
上
（
八
月
二
五
且

廿
五
日
之
夜
セ
ツ
時
大
便
快
通
被
成
候
、
今
日
迄
日
数
七
日
ヲ
経
テ
御
通
事
無
之
処
、
今
日
五
シ
半
時
然
も
大
ブ
リ
ト
御
大
便
被

成
御
快
通
候
以
上
〈
九
月
二
日
）

夜
御
小
水
之
儀
度
々
被
遊
候
、
御
大
便
之
処
ハ
カ
タ
ク
少
々
被
致
候
（
九
月
一
七
且

夜
四
ッ
時
御
大
便
水
涜
被
遊
候
（
九
月
二
○
且

早
朝
御
通
事
程
能
有
之
候
（
九
月
二
二
且

御
小
水
之
儀
は
度
々
被
遊
候
、
朝
御
通
事
少
々
（
一
○
月
二
旦

な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
症
状
と
し
て
は

（
マ
マ
）

夜
セ
ツ
半
時
御
服
痛
甚
ク
被
遊
、
伊
東
玄
朴
江
御
使
仕
候
（
九
月
一
七
且

の
ほ
か
に

法
閏
院
死
去
の
日
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法
閏
院
様
御
七
回
忌
御
取
越
二
付
所
々
へ
御
配
物
遣
ス
（
二
月
八
日
）

（
３
）

法
閏
院
様
御
七
回
忌
御
待
夜
二
付
キ
了
源
寺
方
よ
り
納
所
二
人
来
二
一
月
一
二
且

と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
嘉
永
元
年
二
月
二
二
日
に
法
閏
院
の
七
回
忌
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
明
か
で
あ
る
。
法
闘
院
が

死
去
し
た
の
は
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
天
保
一
三
年
な
の
で
、
嘉
永
元
年
は
ま
さ
に
七
回
忌
の
年
に
あ
た
る
。
し
か
し
そ
の
忌
日
は
は

た
し
て
島
田
筑
波
が
「
病
中
日
記
」
の
封
面
に
し
る
し
て
い
る
一
二
月
二
二
日
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
玄
春
日
記
」
に
あ
る
二

月
二
二
日
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歳
末
多
忙
の
時
期
の
一
二
月
末
に
な
っ
て
法
事
を
お
こ
な
う
こ
と
を
さ
け
て
、
一
ヶ
月
繰
り
上
げ
て
営

む
と
い
う
こ
と
は
現
今
で
は
性
々
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
慣
例
に
し
た
が
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推

測
の
域
を
で
な
い
。
と
は
い
え
「
玄
春
日
記
」
が
自
ら
の
母
親
の
七
回
忌
の
忌
日
を
誤
っ
て
記
述
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

島
田
筑
波
が
、
玄
成
の
妻
の
発
病
よ
り
死
に
い
た
る
ま
で
に
伊
東
玄
朴
に
療
治
を
う
け
た
病
床
の
日
記
が
の
こ
っ
て
い
る
と
自
ら
の

（
リ
』
）

論
文
に
お
い
て
の
べ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
島
田
筑
波
が
玄
春
の
妻
奇
勢
子
の
実
家
に
あ
た
る
江
沢
家
か
ら
手
に
い
れ
た
反
古
類
の

な
か
に
「
病
中
日
記
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
目
を
と
お
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
年
四

月
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
み
る
と
「
病
中
日
記
」
の
識
語
に
あ
る
昭
和
四
年
八
月
と
い
う
日
付
は
、
島
田
筑
波
が
「
病
中
日
記
」
を
入
手

し
た
日
で
は
な
く
、
法
閏
院
を
取
り
巻
く
周
囲
の
状
況
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
の
ち
に
こ
の
識
語
を
記
入
し
た
と
い
え
よ
う
。
わ

ず
か
数
行
の
識
語
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
事
実
で
も
明
ら
か
に
し
え
た
の
は
、
さ
き
の
論
文
を
ま
と
め
た
後
で
な
け
れ
ば
で
き
な

の
嘉
永
元
年
条
に
、

島
田
筑
波
の
こ
の
論
文
に
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
か
ら
引
用
し
た
系
図
の
傍
ら
に
戒
名
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
「
法
名
は
了
源
寺
の

過
去
帳
か
ら
私
が
新
し
く
耆
加
へ
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
『
諸
家
譜
」
に
は
な
い
法
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

つ
い
て
の
記
事
か
ら
み
て
、
こ
れ
が
は
た
し
て
正
し
い
事
実
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
「
玄
春
日
記
」

い
こ
と
で
あ
る
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の
論
文
に
お
い
て
道
周
の
後
喬
に
つ
い
て
、

ま
た
妻
は
玄
成
に
先
立
ち
て
天
保
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
に
没
し
て
法
名
を
法
閨
院
願
誉
清
白
光
融
大
姉
と
云
ふ
。
こ
の
玄
成

（
少
こ

の
妻
の
発
病
よ
り
死
に
至
る
ま
で
伊
東
玄
朴
に
療
治
を
受
け
た
病
床
の
日
記
が
残
っ
て
ゐ
る
．

と
の
べ
て
い
る
の
で
、
法
閏
院
の
戒
名
と
忌
日
も
菩
提
寺
で
あ
る
了
源
寺
の
過
去
帳
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。
忌
日
が
過
去
帳
に
は
二
一
月
一
三
日
と
あ
り
、
「
玄
春
日
記
」
に
は
二
月
一
三
日
と
あ
っ
て
、
な
ぜ
一
ヶ
月
の
齪
鶴
が
生
じ
た
の

か
。
島
田
筑
波
が
過
去
帳
か
ら
転
記
す
る
さ
い
に
誤
記
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
わ
た
く
し
に
は
「
玄
春
日
記
」
の
記

事
が
誤
り
で
あ
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
根
本
史
料
と
も
い
う
べ
き
菩
提
寺
で
あ
る
了
源
寺
の
過
去
帳
が
太
平
洋

戦
争
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
い
ま
、
そ
れ
を
確
か
め
る
す
べ
が
な
い
の
は
残
念
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
病
中
日
記
」
に
は
病
状
の
記
載
の
ほ
か
に
、
見
舞
に
訪
れ
た
人
物
や
持
参
し
た
見
舞
の
品
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
八
月

一
四
日
の
記
事
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

法
閨
院
の
療
養
状
況

○
十
四
日

玉
子
重
詰

夕
よ
り
夜
詰

御
薬
貝
詰
二
シ

御
重
之
内
三
ッ

セ
ン
ベ
イ
ー
ツ

岸
田
元
碩

西
川
元
泰

伊
東
玄
朴

安
田
津
多
御
出
被
下

松
平
鮮
之
丞
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八
月
一
七
日
に
は
戸
田
玄
固
が
観
音
様
に
参
詣
し
て
お
り
、
八
月
一
九
日
に
は
「
早
朝
観
音
様
エ
御
百
度
、
水
ヲ
ア
ビ
テ
参
詣
、
玄

固
代
参
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
九
月
一
五
日
に
は
「
観
音
様
御
百
度
四
人
」
と
あ
る
。
こ
の
観
音
様
と
は
お
そ
ら
く
浅
草
の
観
音
様
で

あ
ろ
う
。
九
月
一
九
日
に
は
「
鉄
砲
州
御
旅
所
参
詣
」
、
一
○
月
五
日
に
は
「
早
朝
水
天
宮
様
御
百
度
上
候
」
と
あ
る
。
鉄
砲
州
御
旅
所

と
は
お
そ
ら
く
鉄
砲
州
稲
荷
、
一
名
浪
よ
け
稲
荷
内
の
御
旅
所
で
あ
ろ
う
か
。
水
天
宮
と
は
芝
赤
羽
に
あ
る
筑
後
国
久
留
米
藩
有
馬
中

務
大
輔
の
上
屋
敷
内
に
あ
る
水
天
宮
で
あ
ろ
う
。
大
名
の
屋
敷
内
に
あ
り
な
が
ら
町
人
に
も
参
詣
を
公
開
し
て
い
た
の
で
、
毎
月
五
日

の
ご
縁
日
に
は
参
詣
す
る
も
の
が
お
お
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
最
高
の
医
師
か
ら
治
療
を
う
け
な
が
ら
も
、
お
百
度
を
ふ
ん
だ
り
、

水
垢
離
を
か
い
た
り
と
、
神
仏
の
加
護
に
す
が
ろ
う
と
す
る
慣
習
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

観
音
様
に
参
詣
し
た
玄
固
は
、
「
玄
春
日
記
」
に
し
ば
し
ば
で
て
く
る
戸
田
玄
固
で
あ
る
。
き
き
に
の
べ
た
林
玄
仲
同
様
に
玄
成
の
時

代
か
ら
添
田
家
と
は
ご
く
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
医
師
で
あ
る
。
「
玄
春
日
記
」
の
嘉
水
元
年
に
は
玄
成
四
九
日
の
お
逮
夜
（
七
月
四
日
）

や
、
玄
春
の
家
督
相
続
の
祝
い
〈
八
月
四
且
に
玄
春
邸
に
来
訪
し
、
嘉
永
三
年
の
玄
成
三
回
忌
の
お
逮
夜
（
五
月
一
五
且
に
も
弔

問
に
来
訪
し
て
い
る
。
嘉
永
五
年
一
二
月
八
日
に
本
丸
御
広
敷
見
習
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
お
り
に
は
、
鰹
節
を
持
参
し
て
祝
い
に
き
た

（
一
二
月
一
○
且
。
こ
の
よ
う
に
玄
固
が
幾
た
び
と
な
く
玄
春
邸
に
来
訪
し
て
い
る
様
子
が
「
玄
春
日
記
」
に
み
え
る
。
玄
固
が
観
音

様
に
参
詣
し
た
の
は
玄
成
の
名
代
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
親
し
い
友
人
と
し
て
、
病
気
平
癒
を
ね
が
っ
て
自
発
的
に
祈
念
し
た
と

名
も
し
る
さ
れ
て
い
る
。

折
詰
一
ッ
内
□
で

ヲ
コ
シ
ー
折
福
井
町
御
見
舞

「
夕
よ
り
夜
詰
」
と
は
西
川
元
泰
が
医
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜
通
し
法
閏
院
の
枕
頭
で
治
療
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い

る
。
安
田
津
多
や
福
井
町
の
親
戚
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
見
舞
の
品
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
「
夜
詰
」
は
医
師
に
か
ぎ
ら
れ
た

こ
と
で
は
な
く
、
松
永
壱
岐
や
山
口
観
竹
、
森
尾
直
次
郎
な
ど
の
知
人
を
は
じ
め
、
福
井
町
久
蔵
の
よ
う
な
親
戚
と
思
わ
れ
る
人
々
の
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（
７
）

日
本
書
誌
学
大
系
と
し
て
『
島
田
筑
波
集
」
（
二
巻
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
く
四
一
五
ペ
ー
ジ
）
に
は
俳
譜
や
浮
世
絵
に
つ
い

て
の
論
文
三
七
編
が
、
下
巻
〈
三
五
九
ペ
ー
ジ
）
に
は
歌
舞
伎
や
史
伝
を
あ
つ
か
っ
た
四
三
編
の
論
文
が
お
さ
め
ら
れ
て
、
す
べ
て
七

七
四
ペ
ー
ジ
、
八
○
編
に
お
よ
ぶ
。
こ
れ
ら
の
論
文
の
初
出
は
す
べ
て
関
連
分
野
の
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
数
は
二
八
種
に
お
よ
ん
で
い

る
が
、
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
と
『
今
昔
」
、
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
」
、
『
伝
記
」
、
雪
日
物
展
望
」
、
『
浮
世
絵
草
紙
」
な
ど
わ
れ
わ
れ
に

は
耳
慣
れ
な
い
誌
名
が
お
お
い
。
い
か
に
活
動
範
囲
が
広
範
に
お
よ
ん
で
い
る
か
を
し
め
し
て
い
る
。

『
島
田
筑
波
集
」
の
編
者
加
藤
定
彦
に
よ
れ
ば
、
島
田
筑
波
は
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
茨
城
県
新
治
郡
都
和
村
（
つ
わ
）
（
現
在

片
栗
粉
、
鶏
卵
、
初
茸
、
蒲
鉾
、
カ
レ
イ
、
イ
ナ
ダ
、
小
ビ
ラ
メ
、
キ
ス
、
ア
ユ
な
ど

の
幅
広
い
品
物
が
み
ら
れ
る
。
現
今
の
常
識
か
ら
す
る
と
、
は
た
し
て
見
舞
品
と
し
て
適
切
な
品
で
あ
ろ
う
か
と
首
を
か
し
げ
ざ
る
を

え
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
直
接
病
人
に
た
い
す
る
見
舞
の
品
と
い
う
よ
り
は
、
病
家
に
お
い
て
看
病
に
あ
た
る
人
の
た
め
へ
の
見
舞
品

と
か
ん
が
え
れ
ば
肯
け
な
い
こ
と
も
な
い
。

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

到
来
し
た
見
舞
の
品
に
つ
い
て
摘
記
す
る
と

祓
文
を
か
い
た
島
田
筑
波

柿
、
葡
萄
、
栗

一
、
副
食
物
や
魚
介
類

一
、
果
実
類

菓
子
類

秬
〈
お
こ
し
）
、
御
萩
、
柏
餅
、
椿
餅
、
水
飴
、
白
玉
汁
粉
、
大
福
餅
、
煎
餅
、
落
雁
な
ど

栗
な
ど
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の
土
浦
市
）
に
生
ま
れ
、
本
名
は
一
郎
で
あ
る
。
筑
波
と
は
岡
野
知
十
に
つ
い
て
学
ん
だ
俳
句
の
号
で
あ
り
、
茨
城
の
名
山
筑
波
山
に
由

来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
隻
翠
山
房
、
神
楽
堂
主
人
な
ど
の
別
号
が
あ
る
。
青
年
期
か
ら
の
文
献
考
証
や
実
地
踏
査
の
癖
が
こ
う
じ
て
、
小

田
原
書
房
を
経
営
し
て
学
術
出
版
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
さ
き
に
あ
げ
た
月
刊
誌
「
今
昔
」
を
創
刊
し
て
、
こ
の
方
面

の
研
究
誌
と
し
て
お
お
く
の
論
文
を
掲
載
し
た
。
か
た
わ
ら
東
京
市
職
員
や
嘱
託
と
な
っ
て
、
『
東
京
市
史
稿
」
を
は
じ
め
『
御
府
内
備

考
」
「
本
郷
区
史
」
な
ど
の
彪
大
な
基
礎
史
料
の
編
蟇
や
校
訂
に
従
事
し
て
い
る
。
昭
和
二
六
年
二
九
五
二
九
月
一
八
日
に
六
六
歳

（
８
）

で
死
亡
し
た
。
戦
前
昭
和
一
七
年
に
は
東
京
市
淀
橋
区
戸
塚
町
三
ノ
八
八
○
に
居
住
し
て
い
る
と
の
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。

島
田
筑
波
は
お
お
く
の
史
料
を
も
と
に
江
戸
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
の
姿
を
え
が
い
て

い
る
。
現
今
と
み
に
盛
ん
に
な
っ
た
「
江
戸
学
」
の
先
駆
者
の
一
人
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
論
文
を
よ
む
と
、
い
か
に
も
そ

の
筆
致
が
森
銑
三
に
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
二
人
の
間
に
は
か
な
り
親
密
な
交
流
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
き
れ
る
。

森
銑
三
は
江
戸
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
三
田
村
鳶
魚
と
面
識
を
え
て
、
そ
の
自
宅
で
ひ
ら
か
れ
る
江
戸
文
学
の
輪
講
会
に
出
席
し
、

（
９
）

そ
の
席
上
で
島
田
筑
波
と
知
合
い
に
な
っ
た
と
い
う
。

昭
和
九
年
の
夏
、
森
銑
三
や
渡
辺
刀
水
ら
が
中
心
に
な
っ
て
史
伝
研
究
会
と
も
い
う
べ
き
「
三
古
会
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
第
一
回

の
会
合
が
九
月
一
日
に
無
窮
会
の
神
習
文
庫
で
ひ
ら
か
れ
た
。
そ
の
お
り
の
出
席
者
は
羽
倉
敬
尚
、
島
田
筑
波
、
渡
辺
金
造
（
刀
水
）
、

森
銑
三
、
森
潤
三
郎
な
ど
一
四
名
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
島
田
筑
波
の
名
が
み
え
る
。

都
合
の
つ
く
も
の
だ
け
が
集
ま
っ
て
知
識
の
交
換
を
計
り
、
相
互
の
親
睦
も
図
ろ
う
。
簡
素
な
会
な
の
で
会
則
も
い
ら
な
い
、
会
費

も
い
ら
な
い
、
会
長
な
ど
の
役
員
も
お
か
な
い
が
、
会
の
名
称
が
な
い
と
不
便
な
の
で
稽
古
、
尚
古
、
考
古
を
意
味
す
る
三
古
と
い
う

の
は
ど
う
だ
ろ
う
、
と
い
う
渡
辺
刀
水
の
提
案
を
い
れ
て
、
三
古
会
と
い
う
名
称
で
以
後
月
一
回
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
．
七
○
回
に

江
戸
学
の
人
び
と
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島
田
筑
波
は
日
本
医
史
学
会
の
会
員
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
こ
の
接
点
は
い
つ
に
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
二
年
二
月
の

こ
と
で
あ
る
。
千
葉
県
勝
浦
在
部
原
村
の
江
沢
述
明
の
家
か
ら
三
千
巻
ば
か
り
の
書
物
や
書
画
が
い
く
つ
か
の
古
耆
籍
商
の
手
に
わ
た
り
、

翌
三
年
九
月
に
神
田
図
書
倶
楽
部
で
売
立
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
方
別
に
江
沢
家
か
ら
で
た
反
古
類
が
島
田
筑
波
の
手
に
帰
し
た
。

島
田
筑
波
が
江
沢
家
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
年
に
川
原
慶
賀
が
か
い
た
四
○
枚
ば
か
り
の
植
物
写
生
図
を
手
に

い
れ
、
こ
れ
が
千
葉
の
江
沢
と
い
う
家
か
ら
で
た
こ
と
を
知
っ
て
、
は
た
し
て
こ
の
江
沢
家
と
は
ど
の
よ
う
な
由
来
の
家
な
の
か
と
興
味

を
覚
え
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い
う
。
そ
の
興
味
に
ひ
か
れ
て
蘭
医
添
田
一
族
の
研
究
に
手
を
染
め
て
、
添
田
道
周
か
ら
玄
成
、
玄
春
に

（
胸
）

い
た
る
三
代
を
詳
し
く
し
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
み
る
と
、
島
田
筑
波
が
添
田
家
の
事
蹟
に
注
目
し
始
め
た
の
は
昭
和
初

（
Ⅱ
〉

お
よ
ぶ
例
会
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
島
田
筑
波
が
報
告
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

（
Ⅲ
）

そ
の
後
も
こ
の
会
合
は
連
綿
と
し
て
つ
づ
き
、
昭
和
四
八
年
八
月
現
在
も
な
お
三
四
○
数
回
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
て
い
る
と
い
う
。

（
胆
）

さ
ら
に
森
銑
三
が
「
既
に
四
○
年
と
い
ふ
長
い
歳
月
を
経
て
ゐ
る
」
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
五
○
○
回
に
も
お
よ
ぶ
会
合

が
重
ね
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
初
代
学
長
で
あ
り
、
安
藤
昌
益
や
志
筑
忠
雄
、
本
田
利
明
な
ど
、
わ
が
国
の
自
然
科
学
思
想
の
先
駆
者

た
ち
を
い
ち
は
や
く
評
価
し
た
狩
野
亨
吉
と
森
銑
三
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
島
田
筑
波
だ
と
い
う
。
当
時
東
大
史
料
編
墓

所
の
一
雇
員
で
あ
っ
た
森
銑
三
の
も
と
に
、
島
田
筑
波
が
認
め
た
紹
介
の
名
刺
を
も
っ
て
狩
野
亨
吉
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

（
脚
）

ド
が
あ
る
。
両
者
の
親
し
い
関
係
を
佑
佛
と
さ
せ
る
光
景
で
あ
り
、
学
問
を
も
っ
て
結
ば
れ
た
温
か
い
友
情
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

大
正
時
代
に
な
っ
て
江
戸
時
代
を
回
顧
し
、
あ
ら
た
め
て
江
戸
を
研
究
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
た
と
き
に
、
三
田
村
鳶
魚
を
中
心
に

（
川
）

『
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
の
輪
読
と
い
う
意
欲
的
な
事
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
三
村
竹
清
や
林
若
樹
、
島
田
筑
波
な
ど
が
い
た
。

日
本
医
史
学
会
員
と
し
て
の
島
田
筑
波
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期
で
あ
る
と
い
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
島
田
筑
波
が
日
本
医
史
学
会
と
関
係
を
む
す
ぶ
機
縁
が
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

島
田
筑
波
が
昭
和
五
年
一
○
月
一
五
日
の
本
学
会
例
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
、
「
「
本
の
話
」
を
読
み
て
」
の
な
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

我
々
に
江
戸
研
究
の
道
案
内
を
さ
ず
け
て
下
さ
っ
た
三
村
竹
清
先
生
が
、
最
近
「
本
の
話
」
と
云
う
著
書
を
岡
書
院
か
ら
出
版
さ

（
恥
）

れ
た
事
を
、
私
は
十
月
十
五
日
の
晩
の
日
本
医
史
学
会
の
講
演
会
の
帰
途
、
武
藤
一
郎
ざ
ん
か
ら
聞
い
た
。

（
Ｆ
）

と
あ
る
。
こ
の
日
の
出
席
者
名
簿
に
は
島
田
筑
波
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
森
銑
三
も
武
藤
一
郎
の
署
名
も
あ
る
。
な
お
こ
の
日
の
口
演

者
は
、
の
ち
に
の
べ
る
よ
う
に
島
田
自
身
で
あ
っ
た
。

こ
の
文
中
で
一
般
論
と
し
て
、
学
者
に
と
っ
て
本
は
一
つ
の
財
産
で
あ
る
か
ら
、
な
ん
と
か
し
て
こ
れ
を
手
に
い
れ
よ
う
と
躍
起
に

な
る
も
の
で
あ
る
。
学
者
の
中
に
は
自
分
の
本
は
け
っ
し
て
人
に
貸
さ
な
い
、
人
の
本
な
ら
や
た
ら
に
借
り
た
が
る
癖
の
あ
る
も
の
が

い
る
。
し
か
し
本
当
の
学
者
と
い
う
の
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
と
の
べ
た
あ
と
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て

こ
の
点
に
至
る
と
、
富
士
川
勝
博
士
は
、
本
当
の
学
者
で
あ
っ
て
、
決
し
て
本
の
貸
し
惜
み
を
し
た
り
、
ま
た
秘
密
主
義
を
と
ら

な
い
ば
か
り
か
、
大
切
な
「
疾
の
草
紙
」
を
展
覧
に
便
利
な
よ
う
に
と
、
鋏
で
切
り
と
っ
て
陳
列
ざ
れ
た
の
に
は
、
そ
の
胸
襟
の

（
冊
）

深
い
の
に
驚
か
さ
れ
た
と
、
あ
る
博
士
か
ら
う
け
た
ま
わ
っ
て
敬
服
し
た
こ
と
が
あ
る
。

と
富
士
川
瀞
に
た
い
し
て
心
か
ら
の
賛
辞
を
呈
し
て
い
る
。

日
本
医
史
学
会
の
例
会
記
録
に
よ
る
と
、
島
田
筑
波
は
三
度
に
わ
た
っ
て
例
会
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
第
一
回
は
昭
和
五
年
一

○
月
一
五
日
で
、
「
杉
山
検
校
」
と
題
し
て
報
告
し
て
い
る
が
、
こ
の
さ
い
は
報
告
者
と
し
て
「
島
田
一
郎
」
と
い
う
名
を
使
用
し
て
い

る
。
一
方
例
会
出
席
者
名
簿
に
は
「
島
田
筑
波
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
は
た
し
て
同
一
人
物
か
否
か
の
検
討
に
せ
ま
ら
れ
た
。
島
田

筑
波
の
本
名
が
一
郎
で
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
の
べ
た
が
、
そ
れ
だ
け
の
根
拠
で
同
一
人
物
だ
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
を
濤
躍
し
て
い
た

三
度
の
例
会
発
表
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杉
山
検
校
と
い
う
と
、
将
軍
綱
吉
か
ら
「
褒
美
を
取
ら
せ
る
か
ら
な
ん
な
り
と
申
せ
」
と
い
わ
れ
た
と
き
に
、
「
眼
が
一
つ
欲
し
ゅ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
申
し
で
て
、
本
所
一
シ
目
の
地
を
賜
っ
た
と
い
う
逸
話
が
の
こ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寛
政
三
年
に
相
模
国
江
の
島

弁
財
天
の
境
内
に
建
て
ら
れ
た
「
前
総
検
校
大
僧
都
法
印
一
真
人
伝
」
と
い
う
碑
文
に
よ
っ
て
世
に
喧
伝
さ
れ
た
伝
説
だ
と
い
う
。

杉
山
検
校
の
出
生
地
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
説
を
な
す
も
の
が
あ
っ
て
、
あ
る
人
は
大
和
と
い
い
、
あ
る
人
は
遠
州
浜
松
と
い
う
が
、

実
は
伊
勢
の
津
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
初
代
総
検
校
杉
山
和
一
か
ら
十
一
代
当
主
杉
山
重
武
ま
で
の
系
譜
が
略
記

さ
れ
て
い
る
。
初
代
和
一
の
墓
は
本
所
弥
勒
寺
に
あ
り
、
江
の
島
の
検
校
ヶ
谷
に
分
骨
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
杉
山
検
校
の
功
績
に
つ
い

て
は
富
士
川
勝
の
論
文
を
根
拠
に
し
て
、
鍼
術
に
革
新
を
く
わ
え
た
こ
と
と
、
盲
人
に
鍼
術
を
教
え
た
こ
と
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
原
稿
は
昭
和
四
年
一
○
月
一
四
日
に
す
で
に
完
成
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
後
に
例
会
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
島
田
筑
波
は
し
っ
か
り
ま
と
め
た
完
全
原
稿
を
作
っ
て
か
ら
口
演
す
る
と
い
う
習
慣
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

八
日
に
、
杉
山
総
検
校
二
一

川
勝
著
作
集
」
に
は
な
い
。

と
こ
ろ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
島
田
自
身
が
の
ち
の
例
会
発
表
の
冒
頭
に
お
い
て
、
「
嘗
て
本
会
席
上
に
於
て
杉
山
検
校
の
談
話
を
し
た
」

（
肥
｝

こ
と
が
あ
る
、
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

杉
山
検
校
に
つ
い
て
の
論
文
は
『
中
外
医
事
新
報
」
で
は
な
く
、
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
」
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
『
島
田
筑
波
集
」

（
脱
）

に
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
小
見
出
し
を
列
記
す
る
と
、

杉
山
検
校
の
資
料
、
一
シ
眼
説
の
原
拠
、
杉
山
検
校
と
江
の
島
の
関
係
、

杉
山
系
譜
を
そ
の
墓
所
、
総
録
の
代
々
、
杉
山
検
校
の
功
績
、
管
鍼
に
つ
い
て
、

著
述
、
杉
山
検
校
と
一
シ
眼
弁
天

で
あ
る
。
利
用
し
た
資
料
は
「
当
道
大
記
録
」
と
「
即
明
院
伝
来
記
」
、
「
当
道
式
目
」
の
ほ
か
に
、
富
士
川
勝
が
大
正
一
三
年
五
月
一

八
日
に
、
杉
山
総
検
校
一
百
五
十
年
祭
記
念
講
演
会
に
お
い
て
お
こ
な
っ
た
講
演
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
富
士
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つ
ぎ
の
第
二
回
目
の
例
会
報
告
に
は
い
く
ら
か
の
混
乱
が
み
ら
れ
た
。
昭
和
八
年
四
月
例
会
の
予
告
に
は
「
江
戸
時
代
の
医
家
漫
談
」

と
題
し
て
口
演
予
定
の
と
こ
ろ
、
四
月
一
四
日
の
例
会
当
日
は
「
急
暹
支
障
が
生
じ
た
た
め
富
士
川
勝
之
に
代
り
て
偉
人
病
志
に
就
て

（
副
）

講
演
」
し
た
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
欠
演
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

そ
の
責
を
は
た
す
た
め
に
、
翌
月
の
例
会
（
五
月
四
且
で
は
同
じ
演
題
で
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
抄
録
に
よ
る
と

（
石
坂
）
宗
哲
が
残
し
た
の
は
天
保
十
二
年
と
わ
か
っ
た
が
行
年
が
不
詳
で
あ
っ
た
、
所
が
宗
哲
の
古
希
祝
が
天
保
十
一
年
で
、
そ

の
時
に
配
附
し
た
言
を
偶
然
の
機
会
に
入
手
し
た
の
で
宗
哲
の
行
年
が
七
士
一
歳
と
い
う
事
が
明
瞭
に
な
っ
た
。

と
あ
る
。
し
か
し
古
稀
の
祝
い
が
天
保
二
年
で
、
そ
の
翌
年
に
死
残
し
た
の
な
ら
行
年
は
七
一
歳
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
だ
が
、
本
論
で
は
こ
れ
が
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
こ
れ
以
上
は
立
ち
い
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。

と
あ
る
。
し
か
し
古
稀
の
祝
い
か

い
か
と
思
う
の
だ
が
、
本
論
で
は

い
ま
は
こ
れ
に
つ
づ
く
抄
録
で

本
会
の
席
上
で
一
寸
質
問
さ
れ
た
こ
と
の
機
縁
か
ら
石
坂
宗
哲
が
世
に
出
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
常
日
頃
心
掛
け
て
調
べ

て
い
た
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
偶
然
の
こ
と
か
ら
閏
明
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
…
…
研
究
に
は
そ
れ
ぞ
れ
專
門
家
と
連
絡
す
る

（
州
）

こ
と
が
多
大
の
利
益
を
得
ら
れ
る
捷
径
で
あ
る
。
…
…
兎
に
角
、
研
究
に
は
同
情
と
感
激
が
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

と
の
べ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
血
眼
に
な
っ
て
史
料
を
さ
が
し
て
い
て
も
一
向
に
埒
が
あ
か
な
い
こ
と
が
あ
り
な
が
ら
、
ち
ょ
っ

と
立
止
ま
っ
て
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
で
接
し
た
文
言
の
中
に
大
切
な
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
常
に
頭
の
片
隅
に
と
ど
め

て
お
け
ば
、
何
気
な
く
接
し
た
文
書
が
光
輝
く
珠
玉
と
な
っ
て
教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
よ
く
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ｃ
「
同

寺
述

情
と
感
激
」
と
い
う
の
は
こ
の
こ
と
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
あ
る
い
は
常
に
謙
虚
な
気
持
ち
で
史
料
と
向
か
い
あ
う
こ
と
ヵ

肝
要
で
あ
る
、
と
教
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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（
訓
）

昭
和
一
○
年
二
月
四
日
の
例
会
に
「
中
村
中
椋
と
其
一
族
」
と
題
し
て
発
表
し
た
の
が
第
三
回
で
あ
る
。
天
保
年
間
に
刊
行
さ
れ

た
「
皇
都
名
勝
詩
集
」
を
手
に
い
れ
、
そ
れ
に
捺
さ
れ
て
い
る
「
希
月
舎
蔵
」
と
刻
さ
れ
た
蔵
書
印
か
ら
、
「
希
月
舎
」
が
中
村
中
保
の

別
号
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
足
懸
り
と
し
て
中
村
中
係
な
る
人
物
に
つ
い
て
探
求
の
手
を
ひ
ろ
げ
た
。

中
村
中
係
の
名
は
元
恒
、
字
は
は
じ
め
子
成
、
の
ち
大
明
と
い
っ
た
。
安
永
七
年
二
七
七
八
）
二
月
二
日
に
信
濃
国
伊
那
郡

伊
那
部
村
（
現
在
の
伊
那
市
）
で
中
村
淡
斎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
周
防
国
岩
国
城
主
吉
川
氏
の
後
音
だ
と
い
う
。
代
々
の
医
師

の
家
に
生
ま
れ
た
中
椋
は
幼
時
か
ら
父
に
ま
な
び
、
の
ち
一
五
歳
の
と
き
に
高
遠
藩
儒
者
坂
本
天
山
と
松
本
藩
儒
者
木
沢
天
童
に
儒
学

を
ま
な
ん
だ
。
片
田
舎
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
を
き
ら
っ
て
京
に
上
り
、
猪
飼
敬
所
に
儒
学
を
、
中
西
深
斎
の
息
鷹
山
と
吉
田
專
意
に
古

医
方
を
学
ん
だ
。
文
政
七
年
二
八
二
四
）
一
○
月
に
故
郷
に
か
え
っ
て
儒
医
と
し
て
高
遠
藩
に
つ
か
え
、
の
ち
医
学
も
兼
学
し
て
医

学
館
の
創
設
に
力
を
つ
く
し
て
名
声
を
博
し
た
と
い
う
。
嘉
永
二
年
に
は
事
に
連
坐
し
て
伊
那
郡
黒
河
内
村
（
現
在
の
伊
那
市
）
に
な

が
さ
れ
た
が
、
冤
罪
だ
っ
た
と
の
も
っ
ぱ
ら
の
評
判
で
あ
り
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
九
月
三
日
に
病
残
し
た
。
と
き
に
七
四
歳
で

あ
っ
た
。
中
徐
の
主
な
著
作
を
あ
げ
る
と
「
傷
寒
論
用
字
例
」
「
傷
寒
論
作
者
考
」
「
傷
寒
論
句
解
」
な
ど
の
医
書
の
ほ
か
、
「
大
学
私
考
」

（
”
ご

「
大
学
経
書
」
な
ど
の
儒
学
関
係
の
著
書
も
あ
る
。

中
係
の
父
元
茂
は
俳
人
で
あ
り
医
師
で
あ
る
。
諄
は
昌
玄
、
淡
斎
、
あ
る
い
は
伯
先
（
俳
号
）
と
も
号
し
た
。
一
六
歳
で
江
戸
に
で

て
工
藤
周
庵
、
桃
井
桃
庵
に
医
学
を
、
稲
葉
黙
斎
、
幸
田
誠
之
に
儒
学
を
学
ん
で
一
九
歳
で
帰
郷
し
て
医
を
業
と
し
た
。
三
六
歳
の
お

り
に
京
都
に
で
て
医
学
、
本
草
学
を
学
ん
で
帰
郷
し
、
そ
の
後
三
○
年
間
、
伊
那
郡
山
寺
村
（
現
在
の
伊
那
市
）
に
す
ん
で
地
元
の
医

療
に
つ
く
し
た
。
こ
の
地
に
は
昌
玄
に
因
ん
だ
昌
玄
坂
が
あ
り
、
村
民
か
ら
い
か
に
慕
わ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
芭
蕉

句
碑
の
建
立
な
ど
、
蕉
風
俳
譜
の
普
及
に
功
績
が
あ
っ
た
。
著
書
に
は
「
本
邦
医
家
小
伝
」
「
調
剤
録
」
な
ど
の
医
書
の
ほ
か
、
「
淡
斎

中
村
中
徐
に
つ
い
て
の
報
告
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（
鋤
）

詩
集
」
な
ど
が
あ
る
。

と
あ
る
。
博
士
と
は
も
ち
ろ
ん
富
士
川
勝
で
あ
る
。
森
銑
三
が
東
大
史
料
編
墓
所
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
大
正
一
五
年
か
ら
昭
和
一
三

年
ま
で
な
の
で
、
こ
の
間
の
例
会
記
録
を
み
る
と
、
例
会
出
席
は
昭
和
三
年
一
○
月
と
二
月
、
昭
和
四
年
一
月
、
昭
和
五
年
一
月
、

二
月
、
一
○
月
、
一
二
月
、
昭
和
八
年
二
月
、
三
月
、
四
月
、
の
一
○
回
に
お
よ
ん
で
い
る
。

昭
和
三
年
二
月
に
は
演
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
月
二
一
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
例
会
で
は
「
東
京
帝
国
大
学
史

料
編
纂
掛
」
の
肩
書
で
「
眼
科
医
鈴
木
一
貫
」
と
題
し
て
報
告
し
た
。
鈴
木
一
貫
と
竹
村
悔
斎
と
の
関
係
と
、
一
貫
の
弟
子
で
あ
る
鈴

（
郡
）

木
道
順
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
「
眼
科
医
鈴
木
一
貫
Ｉ
並
に
そ
の
門
人
鈴
木
道
順
Ｉ
」
と
し
て
学
会
誌
に
掲
載
さ

（
郡
）

れ
た
。
ほ
か
に
も
二
編
の
論
文
が
学
会
誌
に
収
載
さ
れ
て
い
て
、
昭
和
初
期
に
は
森
銑
三
は
日
本
医
史
学
会
と
少
な
か
ら
ぬ
関
係
が
あ
っ

こ
の
例
会
発
表
は
中
村
中
係
と
そ
の
父
元
茂
の
著
作
を
詳
細
に
調
べ
あ
げ
て
報
告
す
る
と
い
う
内
容
豊
か
な
講
演
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
世
に
か
く
れ
た
人
物
を
発
掘
し
て
報
告
す
る
手
法
は
、
森
銑
三
な
ど
の
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を
み
て
も
島

田
筑
波
は
、
森
銑
三
な
ど
と
同
臭
の
江
戸
学
研
究
の
有
力
な
一
員
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
幻
）

た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

な
お
島
田
筑
波
に
は
原
著
論
文
は
な
く
、
例
会
抄
録
と
し
て
「
中
村
中
保
と
其
一
族
」
の
一
編
だ
け
が
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の

で
、
例
会
発
表
が
の
ち
に
論
文
と
し
て
実
を
結
ん
だ
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

森
銑
三
と
日
本
医
史
学
会

森
銑
三
も
医
史
学
会
の
例
会
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
る
。
森
銑
三
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と

私
は
史
料
編
墓
所
に
專
職
し
て
ゐ
た
間
に
、
博
士
に
率
い
ら
れ
る
日
本
医
史
学
会
の
例
会
に
も
、
何
回
か
出
席
し
て
、
博
士
の
誉

（
訓
）

咳
に
も
接
し
て
ゐ
る
。
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げ
よ
う
。

島
田
筑
波
は
演
者
と
し
て
例
会
に
参
加
し
た
以
外
は
た
だ
一
回
し
か
出
席
し
て
い
な
い
の
で
、
口
演
回
数
こ
そ
森
銑
三
に
勝
る
も
の

の
、
は
た
し
て
熱
心
な
会
員
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
さ
さ
か
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
森
銑
三
も
島
田
筑
波
も

学
問
的
業
績
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
発
表
の
場
が
医
史
学
会
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
ゞ
１

大
正
七
年
七
月
に
三
田
村
鳶
魚
や
林
若
樹
、
寒
川
鼠
骨
な
ど
が
相
集
っ
て
、
榎
本
其
角
の
自
選
句
集
「
五
元
集
」
の
輪
読
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
輪
読
会
に
島
田
筑
波
も
有
力
な
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
最
初
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
柴
田
宵
曲
が
筆
記

（
郡
）

役
を
つ
と
め
、
ま
と
め
ら
れ
た
輪
読
会
の
成
果
は
、
「
其
角
研
究
」
と
題
し
て
雑
誌
一
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
発
表
さ
れ
た
。

『
五
元
集
」
〈
四
巻
）
は
百
万
坊
旨
原
の
編
纂
に
か
か
り
、
序
文
も
同
人
が
か
い
て
い
る
。
延
享
四
年
二
七
四
七
）
の
刊
行
で
、
題

名
は
芭
蕉
に
入
門
し
て
か
ら
、
延
宝
以
後
天
和
、
貞
享
、
元
禄
、
宝
永
の
五
元
に
わ
た
る
句
集
の
意
で
あ
り
、
そ
の
数
千
あ
ま
り
の
句

を
四
季
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
六
四
○
句
を
お
さ
め
る
一
五
元
集
拾
遺
』
二
巻
）
は
同
じ
延
享
四
年
に
発
刊
さ
れ
て
い

（
鋤
）

る
。
蕉
門
の
第
一
人
者
其
角
の
面
目
を
十
分
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
句
集
で
あ
る
。

森
銑
三
や
三
田
村
鳶
魚
の
江
戸
学
を
支
え
た
功
労
者
と
し
て
、
島
田
筑
波
や
柴
田
宵
曲
の
功
績
を
た
た
え
て
い
る
言
辞
の
一
例
を
あ

わ
れ
わ
れ
の
大
先
輩
で
、
柴
田
宵
曲
さ
ん
と
と
も
に
鳶
魚
江
戸
学
を
支
え
た
島
田
筑
波
さ
ん
が
、
鳶
魚
さ
ん
の
お
家
に
出
入
り

（
マ
マ
）

な
さ
っ
て
い
た
こ
ろ
で
す
。
筑
波
さ
ん
が
公
文
書
館
に
入
ら
れ
た
の
が
明
治
二
十
年
で
、
東
京
市
史
編
蟇
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
公
文
書
館
の
財
部
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
の
で
す
が
、
『
本
所
区
史
」
や
「
麻
布
区
史
」
に
も
関
係
し
て
お
ら
れ
る
ん

で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
『
葛
西
史
」
ぼ
翻
刻
が
あ
る
し
、
『
御
府
内
備
考
」
の
「
東
京
都
社
寺
備
考
」
の
お
仕
事
、
そ
れ
か
ら
昭
和
五
、

六
年
ご
ろ
か
ら
十
年
ぐ
ら
い
ま
で
「
今
昔
」
を
編
集
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

鳶
魚
江
戸
学
を
支
え
た
人
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
の
柴
田
宵
曲
さ
ん
と
、
島
田
筑
波
さ
ん
の
お
二
人
が
、
い
ち
ば
ん
大
き
か
っ
た

（
抑
）

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
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こ
れ
は
朝
倉
治
彦
の
司
会
で
、
京
橋
図
書
館
の
安
藤
菊
二
と
文
教
大
学
の
槌
田
満
文
の
三
人
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
座
談
会
に
お

け
る
安
藤
菊
二
の
発
言
で
あ
り
、
こ
の
発
言
に
よ
っ
て
三
田
村
鳶
魚
か
ら
た
の
ま
れ
て
史
料
収
集
に
協
力
を
お
し
ま
な
か
っ
た
人
物
と

し
て
、
島
田
筑
波
の
業
蹟
が
後
学
か
ら
賞
讃
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

添
田
玄
春
の
母
に
あ
た
る
法
閲
院
の
病
状
を
し
る
し
た
「
法
閏
院
病
中
日
記
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
伊
東
玄
朴
を

中
心
に
し
て
法
閏
院
の
治
療
に
参
加
し
た
医
師
の
動
静
を
探
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
添
田
家
の
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
、
「
病
中
日
記
」

に
識
語
が
し
る
し
た
島
田
筑
波
、
な
ら
び
に
江
戸
学
の
重
鎮
森
銑
三
と
日
本
医
史
学
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
察
を
く
わ
え
た
。

本
稿
の
要
旨
は
第
一
○
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
中
津
）
に
お
い
て
発
表
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
体
調
不
良
の
た
め
総
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ず
欠
演
し
て
し
ま
っ
た
。
川
嶋
真
人
会
長
は
じ
め
総
会
関
係
者
や
会
員
の
方
が
た
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
か

ら
お
わ
び
申
し
あ
げ
る
。

お
わ
り
に

注
と
引
用
文
献

（
１
）
「
法
閲
院
病
中
日
記
」
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
山
崎
文
庫
蔵

（
２
）
島
田
筑
波
「
隠
れ
た
る
蘭
学
者
添
田
道
周
」
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
四
巻
三
三
五
’
三
四
四
ペ
ー
ジ
昭
和
四
年
の
ち
に
『
島
田
筑

波
集
」
下
青
裳
堂
書
店
昭
和
六
一
年
五
二
九
’
五
三
八
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
た
。

（
３
）
「
添
田
玄
春
日
記
」
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
山
崎
文
庫
蔵

（
４
）
「
総
御
医
師
分
限
帳
」
（
寛
政
三
年
）
『
継
興
医
報
」
三
三
号
一
九
ペ
ー
ジ
明
治
二
九
年

（
５
）
「
総
御
医
師
分
限
帳
」
（
文
政
一
○
年
）
『
日
本
教
育
史
資
料
」
七
巻
一
九
幕
府
ノ
部
六
五
二
’
六
五
五
ペ
ー
ジ
明
治
二
三
年
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（
７
）
加
藤
定
彦
編
「
島
田
筑
波
集
」
全
二
巻
冑
裳
堂
書
店
上
巻
昭
和
六
一
年
五
月
二
五
日
下
巻
昭
和
六
一
年
七
月
二
五
日

〈
８
）
島
田
筑
波
「
桂
川
甫
周
の
生
没
年
に
就
て
答
ふ
」
「
日
本
医
事
新
報
』
一
○
三
三
号
二
七
’
二
八
ペ
ー
ジ
昭
和
一
七
年

（
９
）
森
銑
三
「
思
い
出
す
こ
と
ど
も
」
『
森
銑
三
著
作
集
続
編
』
一
五
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
五
年
二
八
ペ
ー
ジ

一
四
森
銑
三
「
三
古
会
小
記
」
三
古
会
編
「
近
世
の
学
芸
ｌ
史
伝
と
考
証
』
八
木
書
店
昭
和
五
年
－
１
五
ぺ
ｌ
ジ
の
ち
に
黒
銑
三

著
作
集
続
編
』
一
五
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
五
年
三
五
九
’
三
八
四
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
た
。

（
皿
）
丸
山
季
夫
「
森
先
生
と
三
古
会
」
『
森
銑
三
著
作
集
月
報
』
二
号
七
ペ
ー
ジ
昭
和
四
八
年

Ｅ
）
森
銑
三
「
三
古
会
の
こ
と
な
ど
」
『
森
銑
三
著
作
集
続
編
』
一
五
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
五
年
三
八
四
’
三
八
八
ペ
ー
ジ

（
咽
）
森
銑
三
「
狩
野
亨
吉
先
生
」
「
森
銑
三
著
作
集
続
編
」
六
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
三
年
二
八
二
’
二
八
八
ペ
ー
ジ

画
）
森
銑
三
「
南
方
翁
と
江
戸
文
学
」
「
森
銑
三
著
作
集
続
編
」
五
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
三
年
四
四
三
’
四
五
三
ペ
ー
ジ

（
垣
島
田
筑
波
「
吉
原
末
期
の
三
浦
屋
と
江
沢
家
に
就
て
」
「
郊
外
」
九
巻
二
号
昭
和
三
年
の
ち
に
加
藤
定
彦
編
『
島
田
筑
波
集
』
下

青
裳
堂
書
店
昭
和
六
一
年
五
五
七
’
五
六
三
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
た
。

（
賂
）
島
田
筑
波
「
「
本
の
話
」
を
読
み
て
」
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
」
五
巻
三
号
昭
和
五
年
の
ち
に
加
藤
定
彦
編
『
島
田
筑
波
集
」
下

青
裳
堂
書
店
昭
和
六
一
年
七
○
四
’
七
一
○
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
た
。

（
哩
武
藤
一
郎
は
例
会
出
席
や
展
示
に
積
極
的
な
会
員
で
あ
っ
た
。
「
中
外
医
事
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
は

「
坪
井
信
道
の
書
簡
」
「
中
外
医
事
新
報
』
二
三
二
号
一
○
九
’
二
○
ペ
ー
ジ
昭
和
三
年

「
露
西
亜
学
者
小
野
寺
丹
元
を
中
心
と
せ
る
書
簡
」
「
中
外
医
事
新
報
」
二
四
一
号
五
九
七
’
五
九
八
ペ
ー
ジ
昭
和
三
年

「
広
瀬
元
恭
と
甲
斐
の
朋
友
」
「
中
外
医
事
新
報
」
三
五
四
号
六
四
一
’
六
四
二
ペ
ー
ジ
昭
和
四
年

な
ど
が
あ
り
、
昭
和
五
年
一
○
月
例
会
に
は
所
蔵
す
る
「
産
前
道
具
書
」
（
天
和
二
年
）
を
展
示
し
、
翌
昭
和
六
年
七
月
例
会
で
は
竹
内
玄
同
や

坪
井
信
道
の
書
を
展
示
し
た
。
昭
和
一
五
年
と
同
一
七
年
の
学
会
名
簿
に
「
東
京
市
神
田
区
紺
屋
町
二
○
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
地

（
６
）
深
瀬
泰
日
一
「
江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
日
々
の
暮
し
」
『
川
崎
市
小
児
科
医
会
会
誌
』
三
三
号
三
’
三
三
ペ
ー
ジ
平
成
一
三
年

の
ち
に
深
獺
泰
日
二
天
然
痘
根
絶
史
ｌ
近
代
医
学
勃
興
期
の
人
び
と
」
思
文
間
出
版
↓
一
○
○
｜
革
一
一
○
四
’
’
一
五
四
べ
ｌ
ジ
に
収
録
さ

れ

た
C
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（
喝
）
島
田
筑
波
「
医
家
漫
談
」
「
中
外
医
事
新
報
」
二
九
五
号
二
二
五
’
二
二
六
ペ
ー
ジ
昭
和
八
年

面
）
島
田
筑
波
「
杉
山
検
校
和
ご
『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
四
巻
二
号
昭
和
四
年
の
ち
に
加
藤
定
彦
編
『
島
田
筑
波
集
』
下
青
裳

堂
書
店
昭
和
六
一
年
五
一
三
’
五
二
八
ペ
ー
ジ
に
収
録
き
れ
た
。

元
）
「
日
本
医
史
学
会
四
月
例
会
」
「
中
外
医
事
新
報
』
二
九
四
号
一
八
九
ペ
ー
ジ
昭
和
八
年

（
幻
）
島
田
筑
波
「
中
村
中
係
と
其
一
族
」
『
中
外
医
事
新
報
』
一
二
二
五
号
四
六
五
ペ
ー
ジ
昭
和
一
○
年

（
理
）
「
中
村
中
係
」
竹
岡
友
三
『
医
家
人
名
辞
典
」
南
江
堂
昭
和
六
年
二
八
○
’
二
八
一
ペ
ー
ジ

（
翌
「
伯
先
」
『
国
書
人
名
辞
典
』
四
巻
岩
波
書
店
一
六
ペ
ー
ジ
一
九
九
八
年

（
型
森
銑
三
「
富
士
川
勝
博
士
と
そ
の
著
作
」
『
森
銑
三
著
作
集
続
編
」
六
巻
中
央
公
論
社
一
九
九
三
年
五
○
○
’
五
○
二
ペ
ー
ジ

（
空
「
日
本
医
史
学
会
三
月
例
会
」
『
中
外
医
事
新
報
』
二
四
二
号
六
六
○
’
六
六
一
ペ
ー
ジ
昭
和
三
年

元
一
森
銑
三
「
眼
科
医
鈴
主
貫
ｌ
並
に
そ
の
門
人
鈴
木
道
順
Ｉ
」
「
中
外
医
事
新
謹
二
四
四
号
五
七
ｌ
左
一
べ
ｌ
ジ
昭
和
四
年

こ
れ
は
の
ち
に
「
眼
科
医
鈴
木
一
貫
」
と
し
て
『
森
銑
三
著
作
集
』
五
巻
中
央
公
論
社
一
七
三
’
一
七
八
ペ
ー
ジ
に
収
録
さ
れ
た
ｃ

（
翌
「
中
外
医
事
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
森
銑
三
の
論
文
に
は
引
用
文
献
（
恥
）
の
ほ
か
に
つ
ぎ
の
一
編
が
あ
る
。

「
戸
田
旭
山
の
こ
と
ど
も
」
『
中
外
医
事
新
報
』
二
四
二
号
六
○
九
’
六
二
一
ペ
ー
ジ
昭
和
三
年

「
杉
田
伯
元
の
「
観
源
為
朝
遺
器
本
末
紀
事
」
」
同
書
二
五
八
号
一
六
九
’
一
七
八
ペ
ー
ジ
昭
和
五
年

こ
れ
ら
は
の
ち
に
「
戸
田
旭
山
」
と
し
て
『
森
銑
三
著
作
集
」
五
巻
中
央
公
論
社
昭
和
四
八
年
一
四
○
’
一
五
三
ペ
ー
ジ
に
、
ま
た

「
杉
田
伯
元
遺
聞
」
と
し
て
『
森
銑
三
著
作
集
」
五
巻
中
央
公
論
社
昭
和
四
八
年
一
六
二
’
一
七
二
ペ
ー
ジ
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
た
。

兎
）
柴
田
宵
曲
「
無
始
無
終
」
『
団
扇
の
画
」
岩
波
文
庫
二
○
○
○
年
二
二
一
’
二
六
一
ペ
ー
ジ

（
鋤
）
飯
田
正
一
「
五
元
集
」
『
国
史
大
事
典
」
五
巻
吉
川
弘
文
館
昭
和
六
○
年
七
二
四
ペ
ー
ジ

（
型
「
江
戸
の
地
名
と
年
中
行
事
」
朝
倉
治
彦
編
「
鳶
魚
江
戸
学
座
談
集
』
中
央
公
論
社
一
九
九
八
年
二
一
九
’
一
三
○
ぺ
－
》
ン

精
勤
ぶ
り
で
あ
る
。

で
開
業
し
て
い
た
産
婦
人
科
医
師
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
例
会
出
席
は
昭
和
三
年
か
ら
同
一
八
年
ま
で
年
に
四
、
五
回
は
出
席
す
る
と
い
う
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蜘 "Hosen-inByochuNikki"(ClinicalDocumentsofHosen-in)and

ShimadaTsukuba

YasuakiFUKASE

Hosen-inwasthemotherofSoedaGenshun,whowasthedoctoroftheTokugawa
Shogunate(Yoriai-isi)andoneofthe83-contributorstotheOtamagaikelnstitutionsfor
Vaccination.Shewasattackedwithanillnessfroml2ofAugusttol5ofOctoberTenpoul3
(1842)..CHosen-inByochuNikki"isaclinicaldiarymanuscriptonherillness・ItincludesinfOr-

mationaboutthedoctorstreatingher,themanyrelativeswhovisitedherandthegiftspre-
sentedbythem.ThemanuscriptcontainsthememorandaofShimadaTsukuba,whowasone
ofEdo-gaku(EdoLeamingSchool)savantsandwhomadetheachievementsoftheSoeda
Familyclear.

堅
調
田
血
判
「
船
、
丑
喋
塑
璽
埋
」
》
回
將
姪
迷


